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＜連絡事項＞

・第２回院内研修の出欠表がＷＩＺ掲示板にて掲載されています。各自で確認を行い、出欠等で訂正がある場合は上司からの連絡のみ受け付けているとの事なので、上司へ連絡をするようにして下さい。

・7/29（木）実施予定の1項目：血1（会場：会議室）の実施は、講師の都合により中止となります。

・８月分の緊急連絡網の更新を行うため各自で添付されたメールを確認し、変更があった場合のみ8/3（火）までに中村ＣＷへ連絡をして下さい。

・8/4（水）、掛け布団の洗濯を行います。以下の事を守ってリネンを出すようにして下さい。掛け布団に関しては日程が分かり次第、連絡が来ます。

①掛け布団カバーを外し、掛け布団とカバーそれぞれを南病棟側洗濯場へ出す

②毛布と毛布カバーを本部側洗濯場から持って行く

③他のリネン交換は通常通り

④掛け布団の洗濯が終わったら、順次定期交換日に本部側洗濯場から持って行く。

＜患者様連絡事項＞

・久保　清美様～7/29（木）、デイ・ナイトケアの体験利用へ行っています。昨日、栄養指導を実施しています。栄養Ｔ・久保さんからの情報提供として、「食品交換表を購入する予定としているようだが、表示されている内容が難しく、本人が使いこなせるものなのか？」と話されています。ポスター形式などに変更し、本人が理解出来るような表示方法を取るようにして行く事を病棟スタッフへ勧めています。しかし、「ポスター形式で行うと、ポスターに表示されたものだけ調理出来るようになって行く可能性がある」とも話されていましたので、食品管理等に関して、受け持ち担当スタッフは検討して行くようにして下さい。

・清川　厚子様～7/28（水）、カリーユニ点眼液（眼科用剤）が1本処方となっています。前回処方されてから10日程度で使い切ってしまっているので、点眼時の量や使い方を確認しながら、本人へも説明を都度、行うようにして下さい。

・加賀谷　芙美子様～山田ＳＷより情報提供で、娘様より電話あり「西仙台病院は入院までに半年程掛かかる為、川崎こころ病院に問い合わせしてみる」と話されていたとの事でした。それに伴い、紹介状を書き直す必要があり、山田ＳＷが主治医へ依頼して下さるとの事でした。病棟側としては再度、サマリーの作成を行わなければならないので、受け持ち担当スタッフはサマリーの作成を行い、山田ＳＷへ提出して下さい。

・井上　和美様～7/28（水）準夜帯、不眠で経過しており声掛けしたスタッフに対し「うるせー。お前ら、俺の事バカにして。早くあっちに行け」と口調荒くして話す事があり、今朝は「自分の事を言われている気がする」と表情硬くして話されています。以前、精神症状が悪化した際、スタッフ・他者への粗暴行為等が見られた為、他者との接触時の様子観察を密に行い、精神症状の観察をして行きましょう。また、本日は昼頃に廊下を行ったり来たりと落ち着きのなさも伺えたので、所在確認も併せて行うようにして行きましょう。

＜服薬自己管理状況・評価改善案＞

・田名部　浩平様～7/26（月）より、自己服薬管理1日分を開始しています。服薬のセットミスや飲み間違いはありませんが、セット後にスタッフに見せずに部屋へ戻ったり、薬包を見せずに飲もうとする事がある為、服薬時には都度、説明をして行きましょう。

・飯豊　信雄様～飲み間違いやセットミスなく実施する事が出来ていますが、7/28（水）、定期薬開始となっているが日曜日の欄から薬包を取って服用する事がありました。服薬時、曜日の確認を忘れずに行うように指導して行きましょう。

・佐々木　康子様～日中の服薬は問題なく実施する事が出来ています。就床前薬服用時は、自室にて休まれている事が多く、時間でスタッフオフィスへ来る事が出来ず、再三の声掛けで漸く起きる事が出来ている状態です。寝ぼけている事があり、薬包を間違えて持って来る事がありますので、服薬時の確認を徹底して行きましょう。先週、スタッフの声掛けに対して勝手に服用してしまう事がありましたが、今週は見られていません。

・倉橋　生子様～時折、身体不調を訴え服薬時間を遅らせる事があります。拒薬や誤服薬はない為、引き続き、服薬状況の観察、定時に服薬できるよう、指導をして行きましょう。

＜安ヶ平Dr　ケース検討＞

・上村　みわ様～7/28（水）より、定期薬が変更となっていますが服薬に関する訴え聞かれず、拒薬もなく経過しています。引き続き、服薬状況の観察をして行きましょう。

診察：「退院はまだですか？」「いつ身長が伸びるんですか？」「超音波は切れますか？」など、診察時に尋ねる事があります。退院に関する発言が聞かれていますので、所在確認をこまめにして行き、精神症状の観察をして行きましょう。

・元沢　政治様～不機嫌さなく、穏やかに過ごす事が出来ています。先日、ご家族が小遣い銭を持って来て下さった際に、5,000円不足しており近日中に持って来て下さるとの事でしたので、来院された際は対応して下さい。また、盆外出・外泊を促し、出来ない場合はランチ外出を依頼するようにお願いします。

・大上　なみ様～診察時、左手背痛の訴え聞かれナパゲルン軟膏（消炎鎮痛剤）が1本処方となっています。疼痛の有無を確認して行きましょう。ナパゲルン軟膏を自己管理としています。過去に1回で大量に使用してしまうという経緯がありましたので、使用の際は1回量や使用状況を確認して行きましょう。

・田野端　忠夫様～診察時、主治医より肩の調子を問われると「右肩が痛いから、飲み薬ないか？」と話されています。7/29（木）夕食後薬より、ヨウフェナック（2）2×朝・夕/7T（解熱消炎鎮痛剤）が臨時薬処方となっています。疼痛の有無を確認して行きましょう。
































































